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遠藤　遠藤　陽陽
ひ な たひ な た

咲咲ち
  ゃ
   ん

� （令和２年７月４日生まれ）

　陽気な性格で踊るの大好き、
食べるの大好き。寝たふりや嬉
しい時に出る独特の舞いがとっ
ても可愛くてパパとママの癒し
です。これからも笑顔いっぱい
の毎日過ごそうね☆ 

啓佑・琴絵さ
んの子

今月の表紙

　６月29日㈬の学校給食「フキのジャージャ
ー麺」でのスナップです。

（⇒２ページ）

ひとのうごき

６月末の住民基本台帳

人　口　　　　6，４３１ 人　（－６）
　男　　　　3，１８５　人　（－３）
　女　　　　3，２４６　人　（－３）
世　帯　　　3，３９８世帯（－２）
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。
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舘　舘　優優
ゆ い とゆ い と

唯斗唯斗ち
  ゃ
   ん

� （令和２年７月18日生まれ）

　食べることと野球とクレヨン
しんちゃんが大好きなわんぱく
ＢＯＹ★お喋り好きなゆいとと
のお話がとても楽しいよ♡これ
からも元気にのびのびと育って
ね♡

佳吾・梨那さ
んの子

☆今年は、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止のため中止としてきた「ラワ
ンブキの青空教室」が３年ぶりに鳥羽農
場で開催されました。子どもたちが青空
教室で試食した特製みそを付けたフキや、
フキ給食など、みんなで旬のおいしい螺
湾ブキを食べた思い出が、子どもの頃の
記憶としていつまでも残ってほしいなと
思いました。

　「うちの人気者」では小学校入学前のお子さ
んを毎月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお待ち
しています！過去に掲載したお子さんも、掲載
後１年経過していれば掲載できます！
　掲載を希望される方は、町ホームページ投稿
フォームからお申し込みください！お問い合わ
せは役場総務課広報広聴担当まで。
☎２８―３８５０

うちの人気者
投稿フォーム

足寄町役場足寄町役場
ホームページホームページ

LINE公式LINE公式
アカウントアカウント FacebookFacebook InstagramInstagram
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●足寄の初夏の味覚北海道遺産「螺湾ブキ」●足寄の初夏の味覚北海道遺産「螺湾ブキ」

●２０２２体育祭・運動会●２０２２体育祭・運動会
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２０２２体育祭・運動会２０２２体育祭・運動会

５月29日　足寄中学校体育祭５月29日　足寄中学校体育祭

６月４日　足寄小学校大運動会６月４日　足寄小学校大運動会

６月10日　芽登６月10日　芽登小学校小学校 ・芽登・芽登保育所保育所大運動会大運動会

６月11日　螺湾６月11日　螺湾小学校小学校 ・螺湾・螺湾保育所保育所合同大運動会合同大運動会

６月11日　６月11日　大誉地小学校大誉地小学校 ・・ 上利別保育所上利別保育所大運動会大運動会
足
寄
の
初
夏
の
味
覚

北
海
道
遺
産
「
螺
湾
ブ
キ
」

　
今
年
も
螺
湾
ブ
キ
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
爽
や
か
な
山
の
風
味
と
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
の
食
感
。
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ミ
ネ
ラ

ル
、
食
物
繊
維
が
豊
富
な
町
自
慢
の
特
産

品
で
す
。

　
今
年
は
３
年
ぶ
り
に
鳥
羽
農
場
で
食
育

授
業
「
ラ
ワ
ン
ブ
キ
の
青
空
教
室
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
青
空
教
室
は
、
足
寄
小
学

校
２
年
生
の
児
童
を
対
象
に
平
成
14
年
か

ら
行
っ
て
お
り
、
今
年
で
20
年
目
を
迎
え

ま
す
。
児
童
た
ち
は
身
長
よ
り
大
き
な
螺

湾
ブ
キ
を
じ
っ
く
り
観
察
し
、
講
師
の
鳥

羽
昇
子
さん
の
話
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
も
螺
湾
ブ
キ
は
給
食
と
な

っ
て
町
内
の
学
校
や
こ
ど
も
園
に
登
場
し

ま
し
た
。
学
校
給
食
に
使
用
す
る
螺
湾
ブ

キ
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
自
ら
収
穫

し
ま
す
。
給
食
を
食
べ
た
生
徒
、
児
童
た

ち
は
「
お
い
し
い
」
と
大
満
足
で
し
た
。

１.「ラワンブキの青空教室」
で螺湾ブキをスケッチ
２. 螺湾ブキの苗を観察
３. 鳥羽さんから螺湾ブキと旬
についての授業　４. 学校給
食に「ラワンブキタコライス」
が登場　５. 子どもたちのた
めに愛情を込めて螺湾ブキを
収穫　６・７．２回目のラワ
ンブキ給食は「フキのジャー
ジャー麺」

１

２

３

４

５６ ７
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本間代表取締役

　
オ
ン
ネ
ト
ー
野
営
場
休
憩
舎
は
、
町
民

有
志
や
関
係
機
関
に
よ
る
オ
ン
ネ
ト
ー
魅

力
創
造
委
員
会
で
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
、
オ
ン
ネ
ー
ト
地
区
に
情
報

発
信
や
軽
食
提
供
、
一
時
避
難
所
等
の
機

能
を
持
つ
施
設
が
必
要
と
の
結
論
に
至
っ

た
こ
と
か
ら
環
境
省
や
十
勝
東
北
部
森
林

管
理
署
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、

国
の
補
助
金
や
ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附

金
を
活
用
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　
休
憩
舎
は
オ
ン
ネ
ト
ー
野
営
場
を
管
理

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
し
ょ
ろ
観
光
協

会
（
山
下
昇
理
事
長
）
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア

商
品
の
輸
入
販
売
や
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
シ

ョ
ッ
プ
を
運
営
し
て
い
る
株
式
会
社
ア
ン

プ
ラ
ー
ジ
ュ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｕ

Ｐ
Ｉ
：
本
間
光
彦
代
表
取
締
役
）
と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
結
び
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
観
光
案
内

・
休
憩
所
（
軽
食
提
供
、
シ
ャ
ワ
ー
室
の

完
備
）
や
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

・
野
営
場
（
キ
ャ
ン
プ
場
）
の
受
け
付
け

・
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
の
販
売
や
レ
ン
タ
ル

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催

　
６
月
１
日
に
行
わ
れ
た
休
憩
舎
の
オ
ー

プ
ン
は
オ
ー
プ
ン
前
か
ら
列
が
で
き
る
な

ど
多
く
の
人
が
訪
れ
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。
続
く
５
日
は
、
関
係
者
を
集
め
て
「
雌

阿
寒
岳
安
全
祈
願
祭
」
と
「
た
き
火
台
着

火
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
後

最
初
の
週
末
に
は
約
５
０
０
人
が
来
館
す

る
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ブ
ー
ム
が
続
く
中
、
雌

阿
寒
岳
登
山
や
野
営
場
で
の
キ
ャ
ン
プ
な

ど
オ
ン
ネ
ト
ー
地
区
を
含
む
阿
寒
摩
周
国

立
公
園
の
利
用
拠
点
と
し
て
町
の
観
光
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

たき火台着火式 オープンの様子

足
寄
町
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た

　
町
で
は
障
が
い
の
あ
る
方
の
重
度
化
・

高
齢
化
や
「
親
亡
き
後
」
に
備
え
る
と
と

も
に
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
地
域
移
行
や

地
域
の
生
活
で
本
人
や
家
族
の
緊
急
事
態

に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
生
活
支
援
拠
点

施
設
と
し
て
「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
「
福
祉
ホ
ー
ム
」
の
機
能
を
併
せ
持
つ

〇
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

愛　
称
：
「
あ
し
ａあ
っ
とｔ
」

応
募
者
：
松
山
勇
気
さん

　
「
あ
し
ａ
ｔ
」
は
町
の
木
や
人
の
温
も
り

を
感
じ
ら
れ
る
ａ
ｔ　
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
な
場
所

で
過
ご
し
、
本
人
も
ご
家
族
も
職
員
も
一

緒
に
歩
ん
で
き
た
足
跡
を
残
せ
る
よ
う
に

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇
福
祉
ホ
ー
ム

愛　
称
：
「
こ
く
あ
」

応
募
者
：
安
原
彩
夏
さん

　
「
こ
く
あ
」は
ハ
ワ
イ
語
で「
助
け
合
う
」

「
協
力
す
る
」
と
い
う
意
味
で
助
け
合
い

な
が
ら
、
楽
し
く
生
活
し
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
あ
し
ａ
ｔ
）

　
障
が
い
の
あ
る
方
、
ま
た
そ
の
家
族
の

た
め
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、
社
会
に

な
じ
み
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

医
療
機
関
や
学

校
な
ど
の
各
機

関
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
地
域

に
住
む
障
が
い

の
あ
る
方
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。

〇
ど
ん
な
と
き
に
相
談
で
き
る
の
？

・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
を

知
り
た
い
。

・
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
進
学
や
就
職

の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
。

・
退
院
し
て
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
い
け

ど
、
頼
れ
る
人
が
い
な
く
て
不
安
だ
。

・
暴
力
を
振
る
わ
れ
た
り
、
ひ
ど
い
悪
口

を
言
わ
れ
た
り
し
て
悩
ん
で
い
る
。
な
ど

　
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
、
障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

無
料
で
対
応
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
相
談
先

　
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
あ
し
ａ
ｔ
）

�

☎
28

－

３
１
８
１

▼
福
祉
ホ
ー
ム
（
こ
く
あ
）

　
支
援
を
必
要
と
す
る
障
が
い
の
あ
る
方

に
住
ま
い
の
場
の
提
供
や
親
元
か
ら
の
自

立
等
を
目
的
と
し
た
体
験
入
居
の
受
け
入

れ
、
介
護
者
の
急
病
、
本
人
の
状
態
変
化

等
が
発
生
し
た
際
な
ど
、
緊
急
時
の
受
け

入
れ
を
行
い
ま
す
。

〇
ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
る
の
？

　
町
内
に
居
住
す
る
障
が
い
の
あ
る
方

〇
居
室
12
室

・
単
身
用
10
室

・
車
椅
子
用
１
室

・
世
帯
用
１
室

〇
相
談
先　
役
場
福
祉
課
福
祉
担
当

�

☎
25

－

２
２
１
６

詳　
細　
役
場
福
祉
課
福
祉
担
当

�

☎
25

－

２
２
１
６

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
紹
介
し
ま
す

左から松山さん、帯谷昭子理事長、安原さん

足
寄
町
障
害
者

地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
マ
マ
サ
ポ

ー
ト
え
ぷ
ろ
ん

を
指
定
管
理
者

と
し
て
４
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
新
た
に
誕
生
し
た
本
施
設
が
、
広
く
皆

さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
愛
称
を

募
集
し
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
初
は
施
設
全
体
の
愛
称
と

す
る
予
定
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能

を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
選
考
の
結

果
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
福
祉
ホ

ー
ム
に
愛
称
を
決
定
し
ま
し
た
。

ショップスペース

休
憩
舎
の
サ
ー
ビ
ス休憩スペース

　
「
モ
ー
ラ
ナ
イ
フ
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
町

職
員
の
方
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
き
オ
ン
ネ

ト
ー
で
開
催
し
た
こ
と
が
足
寄
町
と
の
最

初
の
ご
縁
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｕ
Ｐ
Ｉ
は
自
然
の
中
で
温
か
く
生
き
る

こ
と
を
理
念
に
掲
げ
、
自
然
に
親
し
み
を

感
じ
る
人
に
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
の
提
供
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
人
が
自
然

と
共
存
し
な
が
ら
楽
し
む
た
め
の
役
割
を

担
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
素
晴
ら
し
い
オ
ン
ネ
ト
ー
の
自
然

環
境
を
守
る
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
こ
の

拠
点
施
設
を
活
用
し
て
情
報
発
信
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
自
然
を

守
り
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ネ
ト
ー
の
自
然
の

映
像
を
表
参
道
な
ど
の
店
舗
に
も
発
信
し

た
り
、
店
舗
の
お
客
さ
ん
に
実
際
に
オ
ン

ネ
ト
ー
に
来
て
自
然
に
触
れ
、
ア
ウ
ト
ド

ア
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
新
た
な
流
れ
も

作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

詳　
細

役
場
経
済
課
商
工
観
光
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当

☎
28

－

３
８
６
３単身用居室単身用居室

オ
ン
ネ
ト
ー
野
営
場
休
憩
舎
が
オ
ー
プ
ン
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▶温泉浴場がいよいよ建設
開始
　皆さんからいただいたご意見・
ご要望を参考に、実施設計が完
成し、いよいよ６月から温泉浴
場の建設が始まりました。

▶気軽に立ち寄れる施設に
　温泉浴場は、自宅での入浴に
不安を持つ高齢者や気軽に天然
温泉に入りたいと願う町民のほか、
町外から観光等による来町者の
利用も想定し、気軽に立ち寄れ
る施設を目指します。

新たな 『憩いの場』 本格始動
令和５年３月のオープンを目指して町営温泉

浴場施設の建設がスタートしました！

どのような施設になるのか、施設のイメージをご紹介します！どのような施設になるのか、施設のイメージをご紹介します！

◎
温
泉
浴
場
に
つ
い
て

Ｑ
１
：
温
泉
浴
場
の
建
設
工
事
費
が
大
幅
に
増

加
し
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
１
：
広
報
あ
し
ょ
ろ
２
月
号
で
、
建
設
工
事

費
は
約
２
億
１
２
０
０
万
円
と
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
入
札
を
行
い
決
定
し
た
契
約
金
額
は
、

建
築
主
体
工
事
、
電
気
お
よ
び
機
械
設
備
工
事
、

合
わ
せ
て
２
億
９
６
１
０
万
９
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
理
由
は
、
急
速
に
進
む
円
安
・
ド
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施設概要

　工事期間中は、大型車両による通行の増加や工
事に伴う騒音など、ご不便やご迷惑をお掛けしま
すが周辺住民の皆さんの負担とならないように細
心の注意を払いますので、ご理解とご協力をお願
いします。

平面図

建 設 場 所 足寄町西町２丁目2-52、2-64、2-65、3-49

構 　 　 造 鉄筋コンクリート造（一部木造）地上１階・地下１階建て

延 床 面 積 ４２４．０９㎡

建設工事費 ２億９，６１０万９千円

工 事 期 間 令和４年６月７日～令和５年２月28日

主 要 室
浴室（浴槽３種類、サウナ、洗い場）、脱衣室、休憩室、事務室、
トイレ、機械室

駐 車 場 一般用15台、思いやり２台（台数は予定）

休憩スペース
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町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。写真を希望の方は広報広聴担当まで写真を希望の方は広報広聴担当まで

多方面から選手をサポート
　本年度部員数が過去最多となり、さらなる
活躍が期待される足寄高校野球部を支えよう
と、町民有志が中心となり「足寄高校野球部
を応援する会」を設立しました。安久津勝彦
会長は「みんなで力を合わせて多くの皆さん
と子どもたちを応援していきたい」と話し、
池田剛基監督は「町に夢や希望、活力を与え
られるよう頑張る」と抱負を述べました。

6/106/10

　町と第一生命保険株式会社（稲垣精二代表
取締役社長）と森林保全団体の一般社団法人
ｍｏｒｅｔｒｅｅｓ（モア・トゥリーズ、坂
本龍一代表理事）の３者で「第一生命の森」
づくり協働宣言を発表しました。この宣言に
より、協働して森林の保全や多様性のある森
づくりのほか、町の特産品のＰＲなどを行っ
ていきます。

森林保全に取り組む6/106/10

思いやりを持って
　釧路地方法務局帯広支局と帯広人権擁護委
員協議会が主催し、花の栽培を通して子ども
が「命の大切さや相手への思いやり」という
基本的人権の尊重を身につけることを目的と
した人権の花の贈呈式が大誉地小学校（斉藤
貴史校長）で行われました。児童を代表して
佐藤琉之介さんは「みんなで大切に花を育てて
いきたい」と話しました。

5/305/30

警察業務に協力
　本別警察署（寺江章署長）は、不自然死な
どの死亡を確認したり、死因などを総合的に
判断する検案嘱託医を13年間務めている、町
国民健康保険病院の村上英之院長に長年の功
労をたたえ感謝状を贈呈しました。村上院長
は「なぜ亡くなったのか解明して、ご家族が
故人をしのぶことができることが最大の使命
だと思っています」と話しました。

6/26/2

上手に泳げるように
　水泳少年団に加入していない児童を対象と
したジュニア水泳教室（町教育委員会主催、
全６回）が温水プール（原田慎一館長）で開
かれ、41人が参加しました。児童は水泳協会
会員の指導のもと、足で水を蹴る練習やビー
ト板を使った練習をして水泳の基礎を学びま
した。

6/156/15

　地域や企業の方が道路の美化清掃を行うボ
ランティアサポートプログラムによる、国道
沿い花壇の整備が行われました。
　町内企業やまちづくり女性ネットワーク、
自治会などから約70人が参加し、あしょろ銀
河ホール21前から両国橋までの国道沿いにサ
ルビアやマリーゴールドなどの苗を植えまし
た。

町の景観を大切に6/136/13

豊かな発想力
　絵本作家よしながこうたくさんと図書館ルイ
カ（原田慎一館長）が開催した、オリジナル
キャラクターを描く「おえらさんおえかきコ
ンクール」の表彰式が行われました。43作品
の中から５作品が入賞し、よしながこうたく
賞を受賞した足寄小学校６年の浅岡心晴さんは
「頑張って描いたので受賞できてうれしいで
す」と受賞を喜びました。

6/116/11

健闘を誓う
　７月28日から31日に大阪府で開催される、
全日本トランポリン競技ジュニア選手権大会
に出場する足寄小学校（大宮秀夫校長）の塚
田蒼太さんが町教育委員会を訪れ、藤代和昭教
育長に出場を報告しました。塚田さんは「昨年
の全国大会より順位を上げ、上位に食い込め
るように頑張りたいです」と意気込みを話し
ました。

6/136/13
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Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

あしょろ健康ポイントのお知らせ

基幹相談支援センター｢あしat｣のロ
ゴマーク・デザインを募集しています

帯広厚生病院における人間ドック検
査費用の助成開始のお知らせ

町道等工事のお知らせ
学校給食センターの調理員 ( 会計年
度任用職員)募集のお知らせ

　

公園遊具の利用中止のお知らせ

里見が丘公園整備（幹線園路１－１）工事
工事箇所：里見が丘
工事期間：10月下旬まで
※工事中は車両の通行制限が生じる場合があり
ますが総合体育館、公園は利用できます。

詳　細　役場建設課土木担当
　　　　☎２８－３８６４

駐車場

総合体育館

　町では、疾病の早期発見と早期治療を目的に
人間ドック検査費用の一部の助成を開始します。
対象者　
町内在住の40歳以上で次のいずれかに該当する人
・足寄町国民健康保険または後期高齢者医療制
度の被保険者
・上記以外の健康保険（被用者保険等）の加入
者のうち被扶養者
助成内容
５，０００円を上限に助成します。
助成申込先
・農協組合員およびその家族は、町農業協同組
合までお申し込みください。
・上記以外の方は福祉課保健推進担当へお申し
込みください。
※人間ドックの日程はご本人と帯広厚生病院健
診センターとの調整となります。受診枠の制限
などご希望に添えない場合があります。あらか
じめご了承ください。
その他
・受診結果は病院から町にも報告されます。個
人情報につきましては健康づくりの目的以外
には使用しません。
・人間ドック検査費用の助成を受けた場合は、
その他検診費用の助成は受けられません。

20歳以上の女性の皆さんへ
子宮・乳がん検診費用助成クーポンのお知らせ

野球場

　山手通公園（西町８丁目）の遊具について点
検により使用が危険と判断されたため、当面の
間利用を中止しています。
休止遊具：ジャングルジム、大型２人用ブラン
コ、山形うんてい、複列シーソー、リング渡り

詳　細　役場建設課管理・都市計画担当
　　　　☎２８－３８６５

　子どもたちの「給食おいしかった！」の笑顔と成
長のために必要な安全、安心な学校給食をつくるお
仕事にあなたもチャレンジしてみませんか。
募集人数　若干名
業務内容　学校給食の提供に関する業務全般（調
　　　　　理、洗浄、清掃等）
　　　　　※調理師免許は必要ありません。
勤務時間　午前８時～午後４時
　　　　　※時間に変動がある日もあります。
給　　与　・有資格者（５年未満）
　　　　　　１日（７時間）　８, ０５１円
　　　　　・無資格者
　　　　　　１日（７時間）　７, ２６４円
応募方法　登録を希望される方は履歴書（写真添
　　　　　付）を持参の上、町学校給食センター
　　　　　までお越しください。
　　　　　※資格を有する方は、
　　　　　資格を証明する書類
　　　　　（写し）を履歴書に
　　　　　添付してください。
詳　細　教育委員会学校給食センター
　　　　☎２５－２５７３

詳　細　役場福祉課保健推進担当
　　　　☎２５－２５７１

　帯広や町内医療機関での子宮頸がん、乳がんの検診費用の一部を町が負担し、集団
検診と同様の金額でご自分の都合の良い時に受診が可能です。
　子宮がん・乳がんのどちらも早期発見により適切な治療が行われれば良好な経過が
期待できます。ぜひ、日々の健康管理にご活用ください。

子宮頸がん検診 乳がん検診

受診可能
医療機関

帯広厚生病院・帯広協会病院・慶愛病院
慶愛女性クリニック・坂野産科婦人科
帯広レディースクリニック・足寄町国保病院

帯広厚生病院・帯広協会病院・北斗病院
帯広第一病院・上徳整形外科乳腺外科

対　象　者
(上限なし ) 今年度、20歳以上の町民 今年度、30歳以上の町民

検診内容 問診・視診・内診・頸部細胞診
※体部細胞診は医師が必要と認めた方のみ

問診・マンモグラフィー検査
（30～40歳代：２方向・50歳以上：１方向）

自己負担額
子宮頸がん検診　　　１，４００円
子宮体がん検診　　　　　９００円
※生活保護受給者は無料

30～40歳代（２方向）　　２，１００円
50歳以上（１方向）　　　１，６００円
※生活保護受給者は無料

受診方法
１．町へ申し込み
２．町の発行する「助成クーポン券」を持参し、
個別に受診
※病院によって要予約

１．町へ申し込み
２．町の発行する「助成クーポン券」を持参し、
個別に受診
※病院に要予約

受診期間 令和５年３月31日までに受診

詳細・申込先　役場福祉課保健推進担当　　　☎２５－２５７１

西町９丁目

西町８丁目

山手通公園

　町民の皆さんが自らの健康増進に関心を持ち、
健康づくりの活動に積極的に参加してもらうこと
を目的とした「あしょろ健康ポイント」を今年度
も実施しています。
　各種健診や健康教室、生活習慣病予防行動に取
り組むなど、対象項目のうち計６ポイント分を達
成し申請していただくことで、後日町内で使える
１,０００円分の商品券をもらうことができます（先
着１００名まで）。対象項目については福祉課で
チラシの配布もしていますのでご希望の方は窓口

詳　細　役場福祉課保健推進担当
　　　　☎２５－２５７１

夏の交通安全運動について

詳　細　役場住民課住民生活担当
　　　　☎２８－３８５８

　基幹相談支援センター「あしａｔ」が町民の
皆さんに親しみのある施設となるようにロゴマ
ークを募集しています。
施設の名称　基幹相談支援センター「あしａｔ」
愛称の意味　町の木や人の温もりを感じられる
ａｔ　ｈｏｍｅな場所で過ごし、本人も、家
族も職員も一緒に歩んできた足跡を残せるよ
うに。
応募作品　作品はカラーで作成し「あしａｔ」
の文字を組み入れたデザインとしてください。
※手書きでもパソコンでも作成方法は自由です。
募集期間　９月15日㈭まで

詳　細　基幹相談支援センター「あしａｔ」
　　　　☎２８－３１８１

　夏の交通安全運動が実施されます！
　実施期間：７月13日㈬～７月22日㈮
　次の重点項目を意識して、地域全体で交通ル
ールを守りましょう！
①飲酒運転の根絶
②バイク・自転車の交通事故防止
③スピードダウンと全席シートベルト着用
④子どもと高齢者の交通事故防止

でお声掛けください。また、足寄町
ホームページにも掲載しております
のでご確認ください。
　町では基本健診や各種がん検診、
骨粗しょう症健診等の健診を実施します。各種健
診のご案内で申込期間等を確認の上、福祉課保健
推進担当までお申し込みください。
　各種健康診断等はポイント獲得と健康状態の確
認のチャンスですので、ぜひこの機会に参加しま
しょう。
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　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎０１２０－９５－０１７８
　平日：午前９時30分～午後８時／土日祝日：午前９時30分～午後５時30分

詳細　役場住民課戸籍年金担当　☎２８－３８５６

または

～国民健康保険からのお知らせ～
第三者行為によるけがや病気の調査にご協力ください

一定面積以上の土地取引には国土
利用法による届け出が必要です

ＦＭ　ＷＩＮＧによる足寄町の情報提
供番組の放送について

　帯広市とその周辺を区域とするコミュニティー
ＦＭ（ＦＭ　ＷＩＮＧ）にて「アショロノコトら
じお」と題した番組タイトルで足寄町の観光情報
やイベント情報など町の魅力を定期的に配信して
います。ぜひ、ご聴取ください。
番組タイトル　　
　「アショロノコトらじお」
放送時間等　　
　毎週木曜日　午後２時～２時29分
聴取方法
・ラジオ、カーラジオ　ＦＭ　７６．１ＭＨｚ
・パソコン・インターネット　ＬｉｓｔｅｎＲａ
ｄｉｏのホームページ（https://listenradio.jp）
またはＬｉｓｔｅｎＲａｄｉｏのアプリをイン
ストールしてお聴きいただけます。

詳　細　役場経済課商工観光・エネルギー担当
　　　　☎２８－３８６３

　国土利用計画法に規定する一定面積以上の土地
取引を行ったときは、契約締結日から２週間以内
に、譲受人（権利取得者）は土地の利用目的およ
び取引価格等を土地の所在する市町村に届け出る
必要があります。
　一定面積以上とは、都市計画区域５，０００㎡
以上、都市計画区域以外１０，０００㎡以上とな
ります。なお、取得する面積の合計が一定面積以
上となる一団の土地の一部を取得する場合にも、
届け出が必要です。
　届け出は、市町村を経由して北海道知事に行わ
れ、届け出をしなかった場合は、罰せられること
があります。

詳　細　役場総務課企画調整担当
　　　　☎２８－３８５１

　提出書類等詳細は電話でお問い
合わせいただくか町ホームページ
でご確認ください。

　第三者行為とは、自分以外の人（第三者）の行為によってけがを負ったり、病気になったりした場合
のことをいいます。この場合の医療費は、原則加害者が負担するものとされています（被害者に過失が
ある場合は、過失割合に応じた医療費を加害者に請求します）。

詳　細　役場住民課保険担当　☎２５－３８５７

第三者行為の例

〇保険証は使えるの？
　加害者から医療費の支払いを受けるまで、被害者が医療費を肩代わりするのは大きな負担になります。
そこで、役場に「第三者行為による傷病届」を提出することで、国民健康保険の保険証を使って自己負
担を２割または３割に抑えることができます。
〇負傷原因調査にご協力ください
　第三者行為によるけが・病気は、当事者からの届け出がないと一般のけが・病気と区別す
ることが困難です。そのため、治療歴から第三者行為が疑われる方に対して、文書で負傷原
因を確認しています。今年度からは「北海道国民健康保険団体連合会」という団体へ委託し
て調査を実施しています。負傷原因の調査が来ましたら、ご協力をお願いします。

注）示談は慎重に！
　加害者と示談が成立すると、示談内容が優先されます。内容によっては国保で負担した医療費を加害
者に請求できなくなり、被害者の方に請求する場合もあるため示談の前に役場に届け出をお願いします。

交通事故 けんか 他人のペットによるけが

Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info
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住民税非課税世帯等に対する 住民税非課税世帯等に対する 
臨時特別給付金のご案内臨時特別給付金のご案内

　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金（１世帯あたり 10 万円）は、住
民税均等割非課税世帯や新型コロナウイルス感染症の影響で家計急変のあった世
帯を支援する新たな給付金です。給付金を受給するためには、手続きが必要です。
※令和３年度に受給した世帯は対象外となります。

１世帯あたり 10 万円

町が確認書 ( または申請書 ) を受理した
日から 2週間後が目安です。

お住まいの市区町村から確認書が届きます
（要返送）

令和４年６月１日時点で住民登録のある市
区町村から確認書が送付されます。
※一部申請が必要な場合があります。
（令和３年度非課税世帯は申請が必要）

申請期間：９月 30 日㈮まで

申請が必要です

Ⅰー①　令和３年度住民税（均等割）が非課税の世帯
（１）世帯の全ての方が、令和３年１月１日以前から現住所にお住まいの場合
（２）世帯の中に、令和３年１月２日以降に転入した方がいる場合（税情報の確認ができない等）

給付金を受け取るには、申請が必要です。申請書に必要事項を記入して、添付書類（本人確認書
類、口座確認書類）と一緒に基準日（令和３年12月10日）時点でお住まいの市町村に提出ください。

給付金の支給額

給付金の支給時期

支給対象と申請の有無

支給対象となる世帯（いずれかにあてはまる世帯）

世帯全員の「住民税均等割が非課税」
の世帯

令和４年１月以降の収入が減少し「住
民税非課税相当」の収入となった世帯

（家計急変世帯）

給付金の支給手続き

Ⅰー②　令和４年度住民税（均等割）が非課税の世帯
（１）世帯の全ての方が、令和３年 12 月 10 日以前から現住所にお住まいの場合

（２）世帯の中に、令和３年12月 11日以降に転入した方がいる場合

対象となる世帯には、基準日（令和４年６月１日）時点でお住まいの市区町村から、給付内容や確
認事項が書かれた確認書が届きます。

給付金を受け取るには、申請が必要です。申請書に必要事項を記入して、添付書類（本人確認書
類、口座確認書類）と一緒に基準日（令和４年６月１日）時点でお住まいの市区町村に提出ください。

Ⅱ　新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少し、　
　　世帯全員が住民税非課税相当※となった世帯 (家計急変世帯 )
※住民税非課税相当とは、世帯員全員のそれぞれの年収見込額（令和４年１月以降の任意の１カ
月収入× 12 倍）が市町村民税均等割非課税水準以下であることを指します。

（例）住民税非課税となる年間給与収入の目安　単身の場合：93 万円以下、母・子 (１人 ) の場合
138 万円以下

・給付金を受け取るには、申請が必要です。申請書に必要事項を記入して、添付書類（本人確認書
類、口座確認書類、収入確認書類）とともに町福祉課窓口に、直接または郵送でご提出ください。

　　　新型コロナウイルス感染症の影響ではない収入減少により給付を申請した場合、
　　　不正受給（詐欺罪）に問われる場合があります。

子育て世帯生活支援特別給付金のご案内子育て世帯生活支援特別給付金のご案内

１低所得者のひとり親世帯
①令和４年４月分の児童扶養手当受給者　※申請不要・北海道から振り込み
②公的年金等を受給していることにより、令和４年４月分の児童扶養手当の支給を受けていない方
　※児童扶養手当に係る支給制限限度額を下回る方に限る
③令和４年４月分の児童扶養手当は受給していないが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家
計が急変し、収入が児童扶養手当を受給している方と同じ水準となっている方

２ひとり親世帯以外の世帯（その他世帯）
①令和４年４月分の児童手当または特別児童扶養手当の支給を受けている方であって、令和４年度分
の住民税均等割が非課税である方　※申請不要
②上記①のほか、対象児童（18歳となる年度末までの子（障がい児については20歳未満）の養育者で
あって、次のいずれかに該当する方
　・令和４年度分の住民税均等割が非課税である方
　・新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、令和４年度の住民税均等割が非課税で
ある方と同様の事情にあると認められる方

　※令和５年２月末までに生まれる新生児も対象となります

対象児童 1人につき５万円に北海道独自の支給分１万円を合わせて６万円を支給します。
※１の給付金が支給された方は２の給付金は対象となりません。

！

支給対象者

給付額

提出書類

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に
対し、その実情を踏まえた生活の支援を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給
付金を支給します。

①申請書（申請時に窓口で記載していただきます）
②申請者および請求者の本人確認書類（運転免許証、健康保険証など）
③給付金の受け取りを希望する口座確認書類
④収入を確認できる書類（給与明細書、年金振込通知書など）

詳　細　役場福祉課福祉担当　☎２５－２２１６
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町
税
は
大
切
な
自
主
財
源

�

～
納
期
を
守
っ
て
納
め
ま
し
ょ
う
～

　
町
税
（
町
・
道
民
税
、
法
人
町
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
）
は
、
皆
さ
ん
に

福
祉
や
教
育
、
土
木
事
業
な
ど
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
自
主

財
源
で
あ
り
、
皆
さ
ん
か
ら
公
平
に
ご
負
担

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
も
、

適
正
な
医
療
給
付
等
を
行
う
た
め
、
加
入
者

の
皆
さ
ん
か
ら
公
平
に
ご
負
担
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

▼
税
金
を
納
め
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

　
税
金
は
前
年
の
所
得
や
財
産
の
保
有
状
況

に
応
じ
て
課
税
さ
れ
、
課
税
さ
れ
た
方
は
定

め
ら
れ
た
各
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
以
内
に
完
納
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
財
産
の
調
査
や
家

屋
、
事
務
所
内
の
捜
索
等
を
行
い
、
法
に
従

っ
て
財
産
（
給
与
・
預
貯
金
・
生
命
保
険
・

不
動
産
な
ど
）
の
差
し
押
さ
え
等
を
執
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
税

金
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
割
合

で
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
納
付
で
き
な
い
場
合
は
必
ず
相
談
を
！

　
病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
不
振
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

収
入
減
少
な
ど
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は

一
刻
も
早
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
滞
納
を
放

置
し
て
差
し
押
さ
え
を
受
け
る
こ
と
に
な
る

と
、
経
済
的
な
不
利
益
や
社
会
的
信
用
に
大

き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳　
細　
役
場
住
民
課
収
納
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
９

町税の収納率滞納処分件数・金額実績

上段：令和３年度　下段：令和２年度かっこ内は税金に充てた金額（延滞金を含む）

税　目 過年度からの
滞納繰越分

現年度
課税分

町・道民税   43.3％ 99.8％
  49.0％ 99.9％

法人町民税 - 100.0％
- 100.0％

固定資産税   37.5％ 99.9％
  75.3％ 99.9％

軽自動車税   29.6％ 99.5％
  61.8％ 99.7％

国 民 健 康
保 険 税

  54.3％ 99.2％
  58.2％ 99.1％

処分財産 令和元年度 令和２年度 令和３年度

給 与 １件 ４件 ０件
（53千円）（207千円） （０円）

預 貯 金 ２件 ７件 ７件
（251千円）（601千円）（748千円）

生命保険 ０件 １件 ０件
（０円） （93千円） （０円）

不 動 産 ０件 ０件 ０件
（０円） （０円） （０円）

そ の 他
（売掛金など）

６件 ９件 ０件
（121千円）（4,501円） （0円）

詳　
細
　
日
本
年
金
機
構
帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

　
Ｈ
Ｐ　

https://w
w
w
.nenkin.go.jp

　
　
　
　
役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
６

◆
対
象
手
続
き

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
加
入
の
届
け

出（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
を
抜
け
ら
れ
た
方
）

②
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

③
国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
申
請

◆
電
子
申
請
を
行
う
メ
リ
ッ
ト

①
24
時
間
３
６
５
日
、
い
つ
で
も
申
請
が
で

き
ま
す
。

②
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ

ン
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

③
申
請
の
処
理
状
況
や
結
果
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
申
請
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
」
と
「
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
の
利
用
者
登
録
」
が
必
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
、
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、

行
政
機
関
等
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
受
信
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
カ
ン
タ
ン
！
ス
マ
ホ
で
電
子
申
請

⑴
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
利
用
の
た
め
に
用
意
す

る
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
時
に

設
定
し
た
暗
証
番
号
（
①
利
用
者
証
明
用
電

子
証
明
書
パ
ス
ワ
ー
ド
/
数
字
４
桁　
②
券

面
事
項
入
力
補
助
用
パ
ス
ワ
ー
ド
/
数
字
４
桁
）

⑵
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
利
用
者
登
録
手
続
き

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ト
ッ
プ
画
面
の
「
利
用

者
登
録
/
ロ
グ
イ
ン
し
て
使
う
」
を
選
択
し

国
民
年
金
手
続
き
が
電
子
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
令
和
４
年
５
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
使
っ
て
国
民
年
金
の
手
続
き
が
電
子

申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

マイナポータル

て
画
面
の
案
内
に
従
い

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
お
よ
び
必
要
な
入
力
・

選
択
等
し
て
登
録
す
る

⑶
電
子
申
請
手
続
き
の
手
順

①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
ト
ッ
プ
画
面
の
「
年

金
の
手
続
き
を
す
る
」
を
選
択

②
「
国
民
年
金
に
関
す
る
手
続
き
」
画
面
で

希
望
す
る
手
続
き
を
確
認
し
「
手
続
き
に
進

む
」
を
選
択

③
券
面
事
項
入
力
補
助
用
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入

力
し
、
ス
マ
ホ
の
裏
側
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
押
し
当
て
て
、
読
み
取
り
の
開
始

④
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
入
力
・
選
択

⑤
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
等
を
確
認
し
「
同

意
す
る
」「
申
請
す
る
」
を
選
択
し
て
送
信

固
定
資
産
税
（
家
屋
）
と
は

　
毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
で
家

屋
（
住
宅
・
店
舗
・
物
置
等
）
を
所
有
し
て

い
る
人
が
、
そ
の
資
産
の
評
価
額
を
基
に
算

定
さ
れ
た
税
額
を
そ
の
資
産
が
所
在
す
る
市

町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

　
本
年
中
（
１
月
～
12
月
）
に
新
築
や
増
改

築
さ
れ
た
家
屋
は
、
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ

ま
す
。

税
額
の
計
算
方
法

（
課
税
標
準
額
）　　
（
税　
率
）

評　
価　
額　
×　
１
・
４
％
＝　
税　
額

固
定
資
産
税
の
対
象
（
家
屋
）

　
家
屋
と
は
、
屋
根
お
よ
び
周
壁
ま
た
は
こ

れ
に
類
す
る
も
の
を
有
し
、
土
地
に
定
着
・

固
定
し
た
（
基
礎
等
）
建
物
で
あ
っ
て
、
そ

の
目
的
と
す
る
用
途
に
供
し
え
る
状
態
に
あ

る
も
の
を
い
い
ま
す
（
不
動
産
登
記
規
則
１

１
１
条
）。

　
プ
レ
ハ
ブ
や
ア
ル
ミ
製
サ

ン
ル
ー
ム
、
ス
チ
ー
ル
製
の

車
庫
等
の
簡
易
な
家
屋
で
も
、

設
置
の
状
況
等
に
よ
り
20
㎡
以
上
の
広
さ
が

あ
る
建
物
は
課
税
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

カ
ー
ポ
ー
ト
や
塀
、
門
扉
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
等
の
上
に
設
置
し

て
い
る
物
置
な
ど
土
地
に
定

着
し
て
い
な
い
建
物
は
課
税

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

◎
建
物
を
新
築
や
増
築
し
た
と
き

　
不
動
産
登
記
法
に
よ
り
、
新
築
や
増
築
し

た
場
合
は
法
務
局
に
建
物
登
記
申
請
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
請
が
受
理
さ
れ
る

と
、
法
務
局
か
ら
町
に
登
記
に
関
す
る
通
知

が
あ
り
ま
す
の
で
、
固
定
資
産
の
所
有
者
と

し
て
、固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
内
に
登
記
申
請
が
で
き
な
い

場
合
は
「
不
動
産
取
得
申
告
書
」
を
町
に
提

出
し
て
い
た
だ
き
、
固
定
資
産
補
充
課
税
台

帳
に
登
録
し
て
課
税
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　
家
屋
（
車
庫
や
物
置
等
も
含
む
）
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
役
場
住
民
課
課
税
担
当
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
担
当
職
員
が
現
地
を
見

て
滅
失
の
確
認
を
し
た
翌
年
度
か
ら
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
記
を
さ
れ
て
い
る
家
屋
は
、
法

務
局
で
滅
失
登
記
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
町
へ
の
連
絡
だ
け
で
は
、
登
記
は
抹

消
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き

　
売
買
や
相
続
等
で
所
有
者
を
変
更
し
た
と

き
は
「
固
定
資
産
（
未
登
記
家
屋
）
異
動
届

出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
し
て
い
た
だ
い
た
翌
年
度
か
ら
名

義
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
記
を
さ
れ
て
い
る
家
屋
に
つ
い

て
は
、
法
務
局
で
所
有
権
移
転
登
記
申
請
（
名

義
変
更
）
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◎
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

所
有
者
が
死
亡
し
た
と
き

　
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の
登
記
簿
上

の
所
有
者
が
死
亡
し
、
相
続
登
記
が
完
了
し

て
い
な
い
場
合
、
そ
の
固
定
資
産
は
現
所
有

者
（
通
常
は
相
続
人
）
の
共
同
財
産
と
な
り
、

相
続
人
全
員
が
連
帯
し
て
納
税
義
務
を
負
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
所
有
者
と
な
っ
た
と

き
は
、
代
表
者
を
選
ん
で
い
た
だ
き
「
相
続

人
代
表
指
定
届
兼
固
定
資
産
現
所
有
者
申
告

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
相
続
人
代
表
指
定
届
兼
固
定
資
産
現
所

有
者
申
告
書
」
は
登
記
完
了
ま
で
の
間
、
納

付
書
等
を
確
実
に
納
税
義
務
者
へ
送
付
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
名
義
が
変
わ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
現
所
有
者
の
届

け
出
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
届
け
出
の
期

限
は
、
自
身
が
現
所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
日
の
翌
日
か
ら
３
カ
月
以
内
と
な
り
ま
す
。

家
屋
実
地
調
査
に
ご
協
力
を

　
家
屋
や
車
庫
、
物
置
等
を
新
築
・
増
築
・

改
築
し
た
方
を
対
象
に
、
家
屋
実
地
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
固
定
資
産

税
の
評
価
額
を
算
出
す
る
た
め
の
も
の
で
、

間
取
り
や
使
用
資
材
等
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
家
屋
や
土
地
の
課
税
漏
れ
や
軽
減

措
置
の
適
用
が
正
し
く
さ
れ
て
い
る
か
確
認

す
る
た
め
、
固
定
資
産
評
価
補
助
員
が
実
地

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳　
細　
役
場
住
民
課
課
税
担
当
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家
屋
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

家
屋
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
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令和４年度国民健康保税の税率改正のお知らせ
　国民健康保険制度は、病気やけがをした際に安心して医療を受けられるように、国保に加入している方
が国保税を出し合って医療費負担に備える「相互扶助」の精神を基本とした社会保険制度です。
　町の国保税は、平成30年度の国保都道府県化に合わせて税率改正した後、４年間据え置きとしてきまし
た。しかし、令和２年に新型コロナウイルス感染症が拡大し、町の農業・飲食業などにも深刻な影響を及
ぼしました。国保に加入されている方の所得が低下したため、令和３年度には町の国民健康保険事業が約
2,200万円の赤字を生じ、同額を町の国保の基金から取り崩すことで対応しました。この金額は基金残高
の約２割にあたります。税率改正を行わない場合は、今後も同規模の赤字が続き、早期に基金が底をつく
ことも予想されます。
　このため、令和４年度においては基金の取り崩しによる税負担の軽減を図りつつ、国保税の税率改正を
実施し、国保加入者の皆さんにも負担増をお願いすることとなりました。

詳　細　　役場住民課保険担当　☎２８－３８５７

　今回の税率改正と、課税限度額の引き上げ状況は右
表のとおりです。
　今回の改正では、均等割（１人当たりいくら）と医
療分の所得割はほぼ据え置きとしていますが、平等割
（１世帯当たりいくら）と後期支援金分・介護分（40
歳～64歳まで）の所得割をそれぞれ引き上げています。
これは、令和12年度に予定されている統一保険料の実
施（道内の国保税率が統一されること）に備えて、税
額の割合を段階的に調整しているためです。
　また、令和４年度は国の法律改正によって課税限度
額の引き上げも実施します。限度額の引き上げにより、
３区分合計の課税限度額が99万円から１０２万円、合
計３万円引き上げられます。

▶税率改正と課税限度額の引き上げ状況
区分 改正前 改正後 増減

医
療
分

所得割 6.90％ 6.82％ ▲0.08％
均等割 27,000円 26,900円 ▲100円
平等割 18,000円 21,400円 3,400円
限度額 63万円 65万円 2万円

後
期
支
援
金
分

所得割 2.36% 2.57% 0.21%
均等割 8,900円 9,000円 100円
平等割 6,200円 7,100円 900円
限度額 19万円 20万円 1万円

介
護
分

所得割 1.44% 1.60% 0.16%
均等割 7,400円 7,400円 0円
平等割 3,800円 4,700円 900円
限度額 17万円 17万円 0円

　子育て世帯への支援策として、令和４年度より子ども（未就学児）に係る均等割分が半額になり
ます。子どもの均等割軽減は、低所得世帯に対する法定軽減（２割・５割・７割軽減）後の税額に
も適用されます。
※７割軽減世帯の場合、法定軽減後の３割負担がさらに半額になるので、１.５割負担となります。

▶子ども（未就学児）の均等割軽減の実施

▶税率改正による影響（モデルケースでの試算）
　基礎控除は43万円、子どもの均等割軽減を適用、１００円未満の端数は切り捨てで表示しています。

【モデルケース①　夫婦２人・子ども１人】 【モデルケース②　夫婦２人】

改正前年税額（Ａ）３１３，５００円
改正後年税額（Ｂ）３２３，５００円
増　減（Ｂ－Ａ） 　１０，０００円

改正前年税額（Ａ） ９１，５００円
改正後年税額（Ｂ） ９４，２００円
増　減（Ｂ－Ａ） 　２，７００円

令和３年中の所得
・世帯主（73歳）：年金所得90万円
・妻（71歳）：年金所得０円
※５割軽減適用世帯

令和３年中の所得
・世帯主（41歳）：営業所得２００万円
・妻（35歳）：給与所得65万円
・子（４歳）１人：所得なし

児
童
扶
養
手
当

　
　
　
　

特
別
児
童
扶
養
手
当

■
児
童
扶
養
手
当

　
両
親
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
（
母
）
親

と
一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い
ひ
と
り
親
家
庭

の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
心

身
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

【
支
給
対
象
】

　
18
歳
ま
で
の
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以

降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
）

を
扶
養
し
て
い
る
母
（
父
）
や
、
母
（
父
）

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

【
支
給
月
額
】

児
童
が
１
人
の
場
合

　
全
額
：
４
３
０
７
０
円

　
一
部
：
４
３
０
６
０
円
～
１
０
１
６
０
円

※
所
得
が
一
定
以
上
の
場
合
に
は
減
額
さ
れ

一
部
支
給
と
な
り
ま
す
。

児
童
２
人
目
の
加
算
額

　
全
額
：
１
０
１
７
０
円

　
一
部
：
１
０
１
６
０
円
～
５
０
９
０
円

児
童
３
人
目
以
降
の
加
算
額

　
全
額
：
６
１
０
０
円

　
一
部
：
６
０
９
０
円
～
３
０
５
０
円

【
支
給
月
】

１
月
、
３
月
、
５
月
、
７
月
、
９
月
、
11
月

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
障
が
い
児
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
精

神
ま
た
は
身
体
に
中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る

児
童
を
育
て
て
い
る
家
庭
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
対
象
】

　
精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満

の
児
童
の
父
、
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※
手
当
に
は
、
児
童
の
障
が
い
の
状
態
に
よ

っ
て
１
級
と
２
級
が
あ
り
ま
す
。

【
支
給
月
額
】

　
１
級
：
５
２
４
０
０
円

　
２
級
：
３
４
９
０
０
円

【
支
給
月
】
４
月
、
８
月
、
11
月

注
意
事
項

・
受
給
者
本
人
ま
た
は
同
居
親
族
の
所
得
が

所
得
制
限
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
支
給

が
停
止
さ
れ
ま
す
。

・
昨
年
度
、
所
得
制
限
で
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
で
も
、
令
和
４
年
度
（
令
和
３
年
分
）

所
得
に
よ
り
、受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
対
象
者
の
方
に
は
７
月
下
旬
ご
ろ

に
役
場
か
ら
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
日
ま
で
に
提
出
が
な
い
場
合
、
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

詳
細　
役
場
福
祉
課
福
祉
担
当
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２
２
１
６

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
化
月
間
で
す

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は

　
全
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
改
善
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。今
年
で
72
回
目
を
迎
え
ま
す
。

�　
犯
罪
や
非
行
の
背
景
に
は
「
貧
困
・
虐
待
・

孤
立
・
依
存
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ
ら
さ

が
あ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
酒
へ
の
依
存
を
き
っ
か
け
に
犯
罪
に
至

っ
た
人
は
も
と
も
と
孤
立
の
問
題
を
抱
え
て

い
た
り
、
小
さ
な
こ
ろ
に
受
け
た
虐
待
や
い

じ
め
に
よ
る
影
響
で
「
自
分
自
身
を
大
切
に

思
い
、
他
者
の
痛
み
に
共
感
す
る
気
持
ち
」

を
育
む
こ
と
を
困
難
に
し
、
犯
罪
に
至
る
き

っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
生
き
づ
ら
さ
を
理
解
し
、
自
ら

の
過
去
と
向
き
合
い
、
罪
を
償
っ
て
立
ち
直

ろ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
を
孤
立
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
地
域
で
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、

新
た
な
被
害
者
を
生
ま
な
い
、
新
た
な
加
害

者
も
生
ま
な
い
、
誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
運
動
を
広
く
周
知
し

理
解
と
協
力
を
求
め
る
た
め
、
毎
年
７
月
に

町
防
犯
協
会
等
に
よ
る
、
街
頭
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
別
地
区
保
護
司
会
足
寄
分
区
に

は
13
人
の
保
護
司
が
お
り
、
犯
罪
や
非
行
を

し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
る
た
め
、

見
守
り
や
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
、
指
導
、
犯
罪

予
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
法
務
省
や
支
援
団
体
に
お

い
て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
の
発
信
や
募

金
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を
通
じ
て
、
立

ち
直
り
を
支
え
る
大
切
さ
が
広
く
伝
わ
り
、

犯
罪
や
非
行
が
起
こ
ら
な
い
安
全
安
心
な
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
ご
理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

☎
28
―
３
８
５
８

法務省ＨＰ法務省
YouTube

法務省保護局
ツイッター

法務省保護局
インスタグラム
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介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

詳　
細　

　
社
会
福
祉
協
議
会　
☎
28

－

０
７
２
２

　
役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
28

－

３
８
５
４

知
っ
て
ほ
し
い
‼

Step1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
ま
す

　
町
で
は
、
老
人
福
祉
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
う
と
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
、
た
ま

っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
換
金
で
き
る
「
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
社
会
参
加
や
地
域
貢
献
を
す
る
こ
と

で
、
介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
40
歳
以
上
の
方

活
動
場
所

　
町
内
の
老
人
福
祉
施
設
な
ど

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
機
関
は
、
町
か
ら

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
録
時
に
お
伝
え
し

ま
す
。

活
動
内
容

　
受
入
機
関
が
指
定
す
る
活
動
内
容

（
例
）
傾
聴
、
話
し
相
手
、
芸
能
等
の
披
露
、

行
事
の
手
伝
い
、
趣
味
活
動
の
指
導
、
掃
除
・

洗
濯
物
た
た
み
等
の
補
助
等

活
動
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
：
活
動
の
曜
日
や
時
間
帯
は
決
ま
っ
て
い

る
の
？

Ａ
：
施
設
な
ど
に
よ
り
活
動
内
容
や
活
動
時

間
が
異
な
る
た
め
、
希
望
す
る
日
時
・
施
設
・

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
流
れ

　
登
録
研
修
を
受
け
「
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
手
帳
」
と
「
名
札
」
を
受
け

取
り
ま
す
。
登
録
者
は
全
員
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

登
録
窓
口
：
社
会
福
祉
協
議
会

持
ち
物
：
印
鑑

Step2　
町
内
の
指
定
さ
れ
た
老
人
福
祉
施
設

等
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
す
。

初
回
の
活
動
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

受
入
機
関
と
の
調
整
を
行
い
ま
す
。
同

じ
施
設
へ
２
回
目
以
降
の
活
動
で
訪
問

す
る
際
は
、
施
設
の
担
当
者
と
直
接
相

談
し
、
調
整
し
て
下
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
す

Step3　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
ら
、
そ

の
都
度
活
動
し
た
施
設
等
で
手
帳
に
ス

タ
ン
プ
を
押
印
し
て
も
ら
い
ま
す
。
２

時
間
未
満
の
活
動
で
１
ポ
イ
ン
ト
、
２

時
間
以
上
行
っ
た
場
合
は
２
ポ
イ
ン
ト

で
、
１
日
に
２
ポ
イ
ン
ト
が
上
限
で
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
を
翌
年
度
以
降
に
繰
り
越

す
こ
と
や
、
第
三
者
に
譲
渡
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
い
ま
す

Step4　
活
動
し
た
年
度
の
３
月
に
ポ
イ
ン
ト

換
金
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
申
請
で

き
る
ポ
イ
ン
ト
は
10
ポ
イ
ン
ト
か
ら
で
、

ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
た
換
金
額
が
指
定

口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
（
１
ポ
イ
ン

ト
＝
１
０
０
円
換
算
）。
換
金
で
き
る

ポ
イ
ン
ト
は
年
間
50
ポ
イ
ン
ト
ま
で
で
す
。

申
請
窓
口
：
社
会
福
祉
協
議
会

持
ち
物
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
、
通
帳
、

印
鑑

※
介
護
保
険
料
に
未
納
ま
た
は
滞
納
が

あ
る
場
合
は
換
金
で
き
ま
せ
ん
。

ポ
イ
ン
ト
交
換
の
手
続
き
を
し
ま
す

活
動
内
容
な
ど
を
事
務
局
（
社
会
福
祉
協
議

会
）
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
初
回
活
動
は

事
務
局
も
同
行
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
活
動

が
始
め
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
：
い
つ
で
も
始
め
ら
れ
る
の
？

Ａ
：
は
じ
め
に
、
登
録
研
修
を
受
講
し
て
か

ら
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
：
活
動
中
の
け
が
に
対
し
て
何
か
補
償
は

あ
る
の
？

Ａ
：
活
動
中
に
偶
然
の
事
故
に
よ
り
自
身
が

け
が
を
し
た
場
合
や
、
他
人
に
け
が
を
さ
せ

た
り
、
物
を
壊
し
た
場
合
の
た
め
の
保
険
に

加
入
し
ま
す
。
ま
た
加
入
手
続
き
と
保
険
料

負
担
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
い
ま
す
。

　　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
決
し
て
特
別
な
こ
と
で

は
な
く
、
自
分
の
空
い
た
時
間
で
「
で
き
る

こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
」
す
る
活
動
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た

い
人
と
、
し
て
ほ
し
い
人
を
つ
な
ぐ
手
助
け

を
し
ま
す
。

■保険証が新しくなります（黄緑色→黄色）
　

　現在ご使用の保険証（黄緑色）の有効期限が本年７月31日をもって満
了となるため、８月以降は使用できなくなります。
　７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、�黄
色の保険証をご使用ください。

　◎限度証の交付対象…次の３区分のうち、現役並みⅠまたは現役並み
　　　　　　　　　　　Ⅱに該当する方

詳　細　　北海道後期高齢者医療広域連合　　☎０１１－２９０－５６０１
　　　　　役場住民課保険担当　　　　　　　☎２８－３８５７

新しい保険証は黄色です

■減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）
　限度証（限度額適用認定証）も新しくなります（橙色→水色）
　現在ご使用の減額認定証および限度証（橙色）の有効期限が本年７月
31日をもって満了となるため、８月以降は使用できなくなります。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証および限度証を
交付しますので、８月１日からは水色の減額認定証および限度証をご使
用ください。
　新たに必要となる方は、次の交付要件に該当することを確認の上、役
場住民課保険担当へ申請してください。
※有効期間は１年間です。

　◎減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

◇後期高齢者医療制度のお知らせ

保険証（被保険者証）が一斉更新されます

区分Ⅱ ・世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

区分Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当する方

・世帯全員の所得が０円の方

　※公的年金控除は80万円を適用

　※給与所得がある場合、その金額から10万円を控除

現役並みⅢ
・住民税課税所得が690万円以上の被保険者と、その方と同一世

　帯にいる被保険者の方

現役並みⅡ
・現役並みⅢに該当せず、住民税課税所得が３８０万円以上の被

　保険者と、その方と同一世帯にいる被保険者の方

現役並みⅠ
・現役並みⅢ・Ⅱに該当しない３割負担の方と、その方と同一世

　帯にいる被保険者の方

新しい減額認定証および限度証は水色です

保険証（黄色）

減額認定証（水色）

限度証（水色）

〇新しい保険証の有効期限は令和４年９月30日です。
○窓口負担割合の見直しに伴い、９月中に全ての被保険
者の方を対象に新しい保険証を交付します。

〇紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、
　役場住民課保険担当までお申し出ください。
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～
高
齢
者
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
～

～
高
齢
者
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
～

足
寄
町
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

　
高
齢
者
保
健
福
祉

　
　
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
と
は

　
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
支
援
の
体
制
整
備

を
図
る
た
め
、
町
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
方
が
、

依
頼
の
あ
っ
た
町
内
の
高
齢
者
宅
や
施
設
を

訪
問
す
る
制
度
で
す
。

　
世
間
話
を
し
な
が
ら
気
軽
に
相
談
で
き
る

関
係
を
つ
く
り
、
孤
独
感
や
不
安
の
軽
減
、

困
り
ご
と
相
談
な
ど
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
お
聞
き
し
た
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

を
役
場
等
の
関
係
機
関
に
つ
な
げ
る
役
割
を

担
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ど
ん
な

　
　
活
動
を
し
て
い
る
の
？

●
見
守
り

　
ご
自
宅
へ
の
訪
問
は
、
高
齢
者
の
方
へ
の

見
守
り
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
が
「
い

つ
も
と
様
子
が
違
う
」
と
い
っ
た
異
変
に
気

付
い
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
役
場
に
連
絡
が
入

り
ま
す
。
定
期
的
に
訪
問
す
る
モ
ニ
タ
ー
だ

か
ら
こ
そ
、
異
変
に
も
気
付
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
話
し
相
手

　
何
気
な
い
世
間
話
を
通
じ
て
、
家
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
な
方
の
気
分
転
換
や
、
認
知
症

予
防
を
図
り
ま
す
。
ま
た
施
設
へ
訪
問
の
際

は
、
入
所
者
の
方
々
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

世
間
話
の
ほ
か
一
緒
に

歌
を
歌
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

●
悩
み
や
困
り
ご
と
の
「
橋
渡
し
役
」

　
日
常
生
活
に
お
け
る
心
配
ご
と
や
困
り
ご

と
な
ど
を
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
に
つ

な
げ
る
橋
渡
し
役
と
な
り
ま
す
。
相
談
な
ど

の
情
報
を
も
と
に
、
そ
の
方
に
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
を
関
係
機
関
で
話
し
合
い
、

困
り
ご
と
の
解
消
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
研
修
へ
の
参
加

　
高
齢
者
の
方
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
っ
た
り
、
心
配
ご
と
や
要
望
な
ど

を
し
っ
か
り
と
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
「
傾
聴

セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
研
修
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

の
訪
問
先
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
の

訪
問
先
は
、
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
誰
か
に
話
し
相
手
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

「
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
を
相
談
す
る
相
手

が
ほ
し
い
」「
離
れ
て
住
ん
で
い
る
家
族
を

定
期
的
に
訪
問
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
考
え
て

い
る
方
は
、
担
当
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
に

は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
訪
問
先
で
モ
ニ

タ
ー
が
聞
い
た
こ
と
、
知
っ
た
こ
と
、
そ
の

他
の
個
人
情
報
は
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機

関
で
共
有
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳　
細　
役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

�
☎
28

－

３
８
５
４

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

　
経
済
産
業
省
は
、
発
電
施
設
の
設
置
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
、
発
電
施
設
等
が
所
在
す

る
市
町
村
に
対
し
、
地
元
の
福
祉
向
上
を
目

的
と
し
て
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
、
本
町
は
２
５
０
５
万
７
千

円
の
交
付
を
受
け
、
地
域
医
療
の
充
実
お
よ

び
住
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
町
国
民

健
康
保
険
病
院
の
運
営
費
に
充
て
ま
し
た
。町国民健康保険病院

詳　
細

　
消
費
生
活
相
談
所�

☎
28

－

０
５
８
５

　
　
（
南
６

－

２　
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
平
日
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ
第
104
回

　
消
費
者
庁
よ
り
、
令
和
４
年
版
消
費
者
白

書
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
者
庁
で
は
消

費
者
政
策
の
一
環
と
し
て
消
費
者
事
故
等
に

関
す
る
情
報
の
集
約
や
分
析
し
た
結
果
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
る
と
令
和
３
年
度
の
全
国
の
消
費
生
活

相
談
件
数
は
、
令
和
２
年
度
の
94
・
１
万
件

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
架
空

請
求
関
連
相
談
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

85
・
２
万
件
に
な
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
依
然
と
し
て
消
費
者
を
ダ
マ
そ

う
と
す
る
悪
質
商
法
が
横
行
し
て
い
る
の
で

今
後
も
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
も
ト
ラ

ブ
ル
に
な
っ
た
際
は
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
」
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
６
月
か
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
通
知

を
電
磁
的
記
録
で
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

「
消
費
者
の
強
い
味
方
『
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
』
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！
メ
ー
ル
等
で
契
約

解
除
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！
」
の
巻

Ｑ
：
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は
？

Ａ
：
消
費
者
が
商
品
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
の
申

し
込
み
を
し
た
際
、
一
定
期
間
は
契
約
に
つ

い
て
冷
静
に
再
考
で
き
る
よ
う
に
し
た
制
度

で
す
。
消
費
者
が
法
律
で
定
め
ら
れ
た
期
間

内
に
事
業
者
へ
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無

※
訪
問
購
入
の
場
合
、
消
費
者
（
売
主
）
は

買
取
業
者
に
対
し
て
売
却
商
品
の
引
き
渡
し

を
拒
む
こ
と
が
可
能

※
金
融
商
品
や
宅
地
建
物
の
契
約
等
で
も
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
あ
り

※
右
記
販
売
方
法
・
取
り
引
き
で
も
条
件
に

よ
っ
て
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
い
場

合
あ
り

【
改
正
ポ
イ
ン
ト
】

※
２
０
２
２
年
６
月
１
日
よ
り
、
書
面
に
よ

る
ほ
か
、
電
磁
的
記
録
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
通
知
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
電
子
メ
ー
ル
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
等
の

記
録
媒
体
、
事
業
者
が
自
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
設
け
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
専
用
フ
ォ

ー
ム
等
に
よ
り
通
知
を
行
う
場
合
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
フ
ァ
ク
ス
を
用
い
た
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
も
可
能
で
す
。

〈
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
の
考
え
方
〉

•

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
は
、
申
込
書
面

ま
た
は
契
約
書
面
の
い
ず
れ
か
早
い
方
を
受

け
取
っ
た
日
か
ら
起
算
し
ま
す
。

•

書
面
の
記
載
内
容
に
不
備
が
あ
る
と
き
は
、

所
定
の
期
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

注
：
通
信
販
売
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
事
業
者

の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
専
用
フ
ォ
ー
ム
を
利

用
し
た
方
が
良
い
の
で
す
か
？
ま
た
、
送
っ

た
は
ず
な
の
に
事
業
者
か
ら
届
い
て
い
な
い

と
言
わ
れ
た
ら
ど
う
し
た
ら
良
い
で
す
か
？

Ａ
：
事
業
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
専
用
フ
ォ

ー
ム
が
あ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
に
入
力
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
事
業
者
に
何
ら
か

の
事
情
で
届
い
て
い
な
く
て
も
葉
書
に
よ
る

通
知
と
同
様
に
発
信
さ
れ
て
い
れ
ば
良
い
と

条
件
で
申
し
込
み
を
撤
回
し
た
り
解
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
送
信
前
に
ス

ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
等
で
記
録
を
残
し
て
お

く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
事
業
者
か
ら

送
信
さ
れ
る
電
子
メ
ー
ル
等
を
受
信
で
き
る

よ
う
に
メ
ー
ル
設
定
を
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

【
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
電
磁
的
記
録
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
行

う
際
は
次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

□
契
約
書
を
確
認
し
、
電
磁
的
記
録
に
よ
る

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
先
や
具
体
的
な

通
知
方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

れ
を
参
照
し
た
上
で
通
知
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

□
契
約
年
月
日
、
契
約
者
名
、
購
入
品
名
、

契
約
金
額
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
を

発
し
た
日
等
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知

に
必
要
な
情
報
を
全
て
記
載
し
ま
し
ょ
う
。

□
書
面
に
よ
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
同
様

に
証
拠
を
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

例
）
送
信
メ
ー
ル
を
保
存
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
専
用
フ
ォ
ー
ム
画
面

の
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
保
存
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Hello! Friends!

 

―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

　
「
ひ
ん
や
り
と
涼
し
そ
う
な
も
の
を
選
び

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
Ｃ
Ｏ

２
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
の

た
め
に
、
脱
炭
素
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る

「
製
品
へ
の
買
い
換
え
」「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
」
な
ど
、
日
々

の
生
活
の
中
で
「
賢
い
選
択
」
を
し
て
い
こ

う
と
い
う
取
り
組
み
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
日
本
は
年
間
約
12
億
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
を
排

出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
約
６
割
が
衣
食
住

を
中
心
と
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
（
家
計
消

費
）
に
起
因
し
て
お
り
、
一
人
当
た
り
の
排

出
量
は
年
間
７
・
６
ト
ン
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
元
に
計
算
す
る
と
、
本
町
の

人
口
は
約
６
５
０
０
人
な
の
で
、
単
純
計
算

で
年
間
約
５
万
ト
ン
と
な
り
、
そ
の
内
約

３
万
ト
ン
が
日
々
の
暮
ら
し
か
ら
排
出
さ
れ

て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
照
明
や
空
調
、
交
通
手
段
な
ど
、
直
接
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
以
外
に
も
、
食
材
や

衣
服
を
買
う
と
き
、
ど
の
よ
う
な
商
品
を
選

ぶ
か
や
、
自
動
車
の
運
転
の
仕
方
で
も
温
暖

化
へ
の
影
響
は
変
わ
り
ま
す
。
冷
蔵
庫
や
テ

レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
な
ど
の
家
電
製

品
の
省
エ
ネ
化
は
着
実
に
進
ん
で
き
て
お

り
、
10
年
以
上
前
の
製
品
を
最
新
型
に
買
い

替
え
る
と
、
１
世
帯
当
た
り
年
間
で
１
６
３

㎏
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
で
き
る
と
の
試
算
も
あ

り
ま
す
。照
明
器
具
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替
え
る
と
、

長
い
目
で
見
れ
ば
経
済
的
に
も
お
得
に
な
る

場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中

で
、
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
「
地
球
に
も
家
計

に
も
優
し
い
暮
ら
し
方
」
の
方
法
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
見
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

詳　
細

役
場
経
済
課
商
工
観
光
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当

�

☎
28

－

３
８
６
３

「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
」
こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
季
節
を
控
え
、

涼
し
げ
に
響
く
こ
の
言
葉
―

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て　

第
３
回

住居 18％住居 18％

移動 11％移動 11％

食 11％食 11％

消費財 8％消費財 8％

政府消費政府消費
11％11％

サービスサービス
5％5％ レジャー 6％レジャー 6％

固定資本形成固定資本形成
（民間）20％（民間）20％

その他 4％その他 4％

固定資本固定資本
形成（公的）形成（公的）

6％6％

家計消費家計消費
約６割約６割

消費ベースでの日本のライフ
サイクル温室効果ガス排出量

環境省ウェブサイト
「COOL CHOICE( クールチョイス )」より引用

環境省ＨＰ
ゼロカーボン
アクション

詳　
細　
足
寄
高
等
学
校
☎
25

－

２
２
６
９

　
「
気
温
の
変
化
に
関
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
一
定

の
体
温
を
保
つ
能
力
の
あ
る
恒
温
動
物
に
は
、

暖
か
い
地
域
よ
り
寒
い
地
域
で
体
が
大
き
く

な
る
」
と
い
う
「
ベ
ル
ク
マ
ン
の
法
則
」
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
恒
温
動
物
は
体
温
維
持

の
た
め
、
体
内
で
熱
を
発
生
さ
せ
体
温
を
上

げ
、
体
の
表
面
か
ら
熱
を
発
散
し
体
温
を
下

げ
ま
す
。
熱
の
生
産
量
は
体
重
に
、
発
散
量

は
体
の
表
面
積
に
よ
り
増
加
し
ま
す
。
立
方

体
で
考
え
た
場
合
、
一
辺
（
体
長
）
が
倍
に

な
れ
ば
体
積
（
体
重
）
は
８
倍
に
な
っ
て
も
、

表
面
積
は
４
倍
に
留
ま
り
ま
す
。
大
き
な
体

の
方
が
熱
の
生
産
量
に
対
し
発
散
量
の
割
合

が
少
な
い
た
め
、
効
率
的
に
体
温
を
維
持
す

る
こ
と
で
寒
さ
に
有
利
に
な
り
ま
す
。
同
じ

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
分
類
さ
れ
る
エ
ゾ
シ
カ
の
オ

ス
の
体
重
は
１
２
０
㎏
、
ホ
ン
シ
ュ
ウ
ジ
カ

で
は
１
０
０
～
80
㎏
、
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
ジ
カ

で
は
50
㎏
程
度
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
同
じ

動
物
で
あ
っ
て
も
寒
冷
な
足
寄
の
ニ
ホ
ン
ジ

カ
は
、
温
暖
な
九
州
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
２
倍

以
上
に
な
り
ま
す
。
エ
ゾ
シ
カ
が
冬
で
も
野

山
を
か
け
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
体

の
大
き
さ
に
理
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

詳　
細　
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

（
井
上
幸
子
･
内
海
泰
弘
）

�

☎
25

－

２
６
０
８

体の大きさの違い体の大きさの違い

40
Vol.

家
庭
基
礎　
消
費
者
教
育
授
業
の
紹
介

　
６
月
13
日
に
１
年
生
の
家
庭
基
礎
の
授
業

で
、
成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
を
受
け
て
、
悪
質
商
法
に
対
す
る
認
識

を
深
め
る
た
め
、
消
費
者
教
育
を
行
い
ま
し

た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
後
、
犯
人
役
と

タ
ー
ゲ
ッ
ト
役
に
分
か
れ
て
ロ
ー
ル
プ
レ
ー

イ
ン
グ
を
実
施
。
生
徒
達
は
楽
し
み
な
が
ら

も
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

エゾシカ (左 ) とキュウシュウジカ (右 )エゾシカ (左 ) とキュウシュウジカ (右 )
【演習林事務所にて展示中】【演習林事務所にて展示中】

薬
物
乱
用
防
止
講
話
・
防
犯
教
室

　
６
月
16
日
に
薬
物
乱
用
防
止
講
話
・
防
犯

教
室
を
本
校
体
育
館
に
て
行
い
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
全
校
生
徒
が
一
斉
に
集
ま
れ
な
い

た
め
、
２
、
３
年
生
は
５
校
時
、
１
年
生
は

６
校
時
に
受
講
し
ま
し
た
。
本
別
警
察
署
か

ら
講
師
の
方
を
お
招
き
し
、
薬
物
使
用
の
恐

ろ
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

防
犯
教
室
で
は
不
審
者
に
接
近
さ
れ
た
際
の

対
応
な
ど
、
簡
単
に
で
き
る
護
身
術
の
模
範

指
導
の
実
演
が
あ
り
、
各
学
年
と
も
数
名
の

生
徒
が
実
際
に
体
験
し
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
運
動
会
は

「
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ァ
イ
ト
デ
ー
」
？

ジ
ャ
ス
ミ
ン
・
愛
子
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

　
５
月
か
ら
町
内
の
各
小
中
学
校
で
は
運

動
会
が
行
わ
れ
、
私
は
数
校
の
運
動
会
を

見
学
し
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
で
日
本
の
運
動

会
の
代
わ
り
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
は
何
だ
ろ

う
と
考
え
た
時
、
私
が
通
っ
た
エ
ド
モ
ン

ト
ン
の
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
「
ウ
オ

ー
タ
ー
フ
ァ
イ
ト
デ
ー
」
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
カ
ナ
ダ
で
は
９
月
に
年
度
が
切
り

替
わ
る
た
め
、
６
月
の
学
期
末
を
迎
え
る

決
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
日
は
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ァ
イ
ト
を
楽

し
む
だ
け
で
は
な
く
、
お
い
し
い
ラ
ン
チ

を
食
べ
る
日
で
も
あ
り
ま
す
。
当
日
は
お

弁
当
を
持
っ
て
い
く
必
要
が
な
く
、
地
元

の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

ピ
ザ
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
お
い
し
い
昼
食

を
用
意
し
て
く
れ
ま
す
。

　
着
替
え
終
わ
っ
た
後
は
、
外
に
出
て
日

差
し
が
降
り
注
ぐ
中
、
子
ど
も
た
ち
全
員

で
ア
イ
ス
を
食
べ
ま
す
。
私
に
と
っ
て
「
ウ

オ
ー
タ
ー
フ
ァ
イ
ト
デ
ー
」
は
夏
の
訪
れ

を
感
じ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

夏
休
み
に
心
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
、
と
て
も

特
別
な
日
で
し
た
。
各
校
の
運
動
会
を
見

て
、
き
っ
と
日
本
の
運
動
会
も
子
ど
も
た

ち
の
心
に
ず
っ
と
残
る
イ
ベ
ン
ト
だ
と
思

い
ま
し
た
。

と
長
い
夏
休
み
に
入
り
ま
す
。

　
６
月
の
学
校
最
後
の
日
、
子

ど
も
た
ち
は
水
着
と
タ
オ
ル
、

着
替
え
を
持
っ
て
学
校
に
行
き
、

学
校
全
体
を
２
つ
の
チ
ー
ム
に

分
け
て
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ァ
イ
ト

を
行
い
ま
す
。
水
鉄
砲
や
水
風

船
を
使
っ
て
、
相
手
チ
ー
ム
が

び
し
ょ
ぬ
れ
に
な
る
ま
で
ウ
オ

ー
タ
ー
フ
ァ
イ
ト
を
繰
り
広
げ

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の

ボ
ス
は
先
生
が
務
め
、
相
手
チ

ー
ム
の
先
生
を
ど
れ
だ
け
び
し

ょ
ぬ
れ
に
さ
せ
る
か
で
勝
敗
が

ウオーターファイトデーを楽しむ
エドモントンの子どもたち
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「
絵
本
作
家
サ
ト
シ
ン
特
集
」

「
＃
映
え
る
本
」（
Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
）

●
一
般
書

『
任
侠
シ
ョ
コ
ラ
テ
ィ
エ
』�

新
堂�

冬
樹

『
夢
を
か
な
え
る
ゾ
ウ　
０
』
水
野　
敬
也

『
草
紙
屋
薬
楽
堂
ふ
し
ぎ
始
末　
４
』

�

平
谷　
美
樹

『
住
宅
営
業
マ
ン
ぺ
こ
ぺ
こ
日
記
』

�

屋
敷　
康
蔵

『
米
粉
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
』

�

田
中　
可
奈
子

『
マ
イ
ル
ド
ラ
イ
ナ
ー
で
簡
単
！
か
わ
い
い
！

ち
ょ
こ
っ
と
イ
ラ
ス
ト
が
描
け
る
本
』
お
ち
ゃ

●
児
童
書

『
恋
愛
問
題
は
止
ま
ら
な
い
』

�

吉
野　
万
理
子

『
ミ
ル
キ
ー
杉
山
の
あ
な
た
も
名
探
偵
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
』�
杉
山　
亮

『
高
齢
者
を
知
ろ
う
！
』�
平
松　
類

『
あ
り
が
と
う
な
か
よ
し
』

�

し
も
か
わ
ら　
ゆ
み

『
て
る
て
る
ぼ
う
ず
さ
ん
』�

西
村　
敏
雄

『
ひ
み
つ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
』
井
上　
荒
野

今
月
の
お
す
す
め

新　

着　

図　

書

選
抜
区
分　
学
校
推
薦
型
選
抜
、
総
合
型
選

抜
、
自
己
推
薦
型
選
抜
、
一
般
選
抜

詳
細　
国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校

☎
０
１
９
３

－

62

－

５
３
１
６

Ⓗhttp
s://w

w
w
.jm
ets.ac.jp

/
m
iyako/

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
10
月
生
を

募
集

対
象
者　
身
体
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、
発

達
障
が
い
が
あ
る
方

訓
練
科
目　
建
築
デ
ザ
イ
ン
科

願
書
受
付
期
間　
７
月
25
日
㈪
～
８
月
22
日
㈪

選
考
試
験
日　
９
月
９
日
㈮

試
験
内
容　
数
学
、
国
語
、
面
接

詳
細　
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
１
２
５

－

52

－

２
７
７
４

善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

・
町
農
業
協
同
組

合
（
新
津
賀
庸
組

合
長
）
か
ら
足
寄

小
学
校
ジ
ュ
ニ
ア

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

楽
器
整
備
の
た
め

に

�

30
万
円

ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
か
ら
の
お
知

ら
せ

　
循
環
型
社
会
の
構
築
に
寄
与
す
べ
く
、
次

の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
ス
チ
ー
ル
缶
の
集
団
回
収
を
実
施
し
て
い

る
団
体
へ
の
支
援

対
象　
町
内
会
・
老
人
会
・
子
ど
も
会
な
ど

地
域
に
お
け
る
非
営
利
の
民
間
団
体

支
援
内
容　
感
謝
状
お
よ
び
５
千
円
か
ら
２

万
５
千
円
の
ク
オ
カ
ー
ド

応
募
期
間　
11
月
30
日
㈬
ま
で
（
必
着
）

②
優
れ
た
実
践
的
環
境
教
育
を
計
画
・
実
践

し
て
い
る
学
校
へ
の
支
援

対
象　
全
国
の
小
学
校
・
中
学
校

支
援
内
容　
計
画
校
：
環
境
教
育
の
開
始
助

成
物
品
５
万
円
相
当　
実
施
校
：
表
彰
状
授

与
、
環
境
教
育
の
整
備
所
製
品
５
万
円
相
当

応
募
期
間　
10
月
31
日
㈪
ま
で
（
必
着
）

詳
細　
ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

☎
03

－

５
５
５
０

－

９
４
３
１

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校
生
を
募
集

　
国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校
は
、
国

土
交
通
省
の
所
管
す
る
学
校
で
、
優
秀
な
船

舶
運
航
技
術
者
の
育
成
を
目
的
と
し
、
海
と

船
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
学
び
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
予
定
日　
７
月
16
日

㈯
、
９
月
17
日
㈯
、
令
和
５
年
２
月
11
日
㈯

（
ウ
ェ
ブ
）

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

銀河の森コテージ村キャンプサイトがオープン 資料館企画展
「７月15日本別空襲を伝える

～旧制本別中学校の悲しみ～」
　今年は、本別空襲資料のほか、同空襲で米軍
機の攻撃を受けた旧制本別中学校（現・本別高
校）で生徒たちを守り殉職された山内三郎教頭
の遺品などを展示し、戦争がもたらした悲しみ
と平和の大切さを伝えます。ぜひご来館ください。

期間　　　８月31日㈬まで
場所　　　本別町歴史民俗資料館
開館時間　火～日　午前９時～午後４時
休館日　　月曜日・祝日（８月11日）
入場料　　無料
その他　　団体でご来館される場合は、事前に
　　　　　ご連絡ください。

詳細　本別町歴史民俗資料館（本別町北２丁目）
　　　☎２２－２１４１　内線４１０
　　　図書館　☎２２－５１１２

　コテージ村の中にキャンプ用のテントサイト
を３区画用意しました。
開設期間：６月～10月
　どなたでも無料で利用できますが、前日まで
に電話予約が必要です。
　用品のレンタルはありません。ごみの持ち帰
りなど、　利用にあたっては注意事項があります。
　詳しくは町ホームページをご覧になるか、コ
テージ村管理棟までお問い合わせください。

詳細　銀河の森コテージ村管理棟
予約電話番号２７－４０４０（午前９時～午後５時）
ＨＰ　https://www.rikubetsu.jp

●
「
松
山
千
春
コ
ー
ナ
ー
」
が
で
き
ま
し
た
！

　
図
書
館
内
調
べ
も
の
コ
ー
ナ
ー
の
奥
側
に

あ
る
郷
土
資
料
ス
ペ
ー
ス
に
、
本
町
出
身
の

松
山
千
春
さん
の
図
書
や
Ｃ
Ｄ
を
集
め
た
「
松

山
千
春
コ
ー
ナ
ー
」
が
で
き
ま
し
た
。「
足

寄
よ
り
」
や
「
ら
い
ぶ
」
な
ど
の
著
書
だ
け

で
な
く
、
朗
読
Ｃ
Ｄ
の
「
足
寄
よ
り
～
旅
立

ち
編
～
」
発
売
当
時
に
オ
リ
コ
ン
週
間
Ｌ
Ｐ

チ
ャ
ー
ト
第
１
位
を
獲
得
し
た
「
起
承
転
結

Ⅱ
」
や
「
木
枯
し
に
抱
か
れ
て
」
な
ど
の
ア

ル
バ
ム
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
図
書
は
、
館

内
の
み
で
の
利
用
と
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｄ
は

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
ご
利
用
の

方
は
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
て
い
る
空
ケ
ー
ス

を
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
１

人
３
点
ま
で
、
貸
出
期
間
は
２
週
間
）。

●
７
月
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

「
七
夕
」

　
詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
と

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　

集

ご
寄
附
・
ご
寄
贈

お
知
ら
せ

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
に
ご
回
答
く

だ
さ
い

　
こ
の
調
査
は
、
常
用
労
働
者
が
１
か
ら
４

人
の
事
業
所
に
お
け
る
労
働
者
の
賃
金
・
労

働
時
間
等
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

７
月
31
日
（
給
与
締
切
日
の
定
め
が
あ
る
場

合
に
は
７
月
の
最
終
給
与
締
切
日
）
現
在
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
に
は
８
月
か
ら
９

月
に
か
け
て
、
知
事
が
任
命
し
た
統
計
調
査

員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
回
答
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細　
北
海
道
総
合
政
策
部
計
画
局
統
計
課

労
働
統
計
係

☎
０
１
１

－

２
０
４

－
５
１
４
６

７
月
17
日
は
「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」

　
７
月
17
日
は
北
海
道
の
価
値
を
見
つ
め
直

し
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
を
考
え
る
日
で
す
。

　
明
治
２
年
、
北
海
道
の
名
付
け
親
と
さ
れ

る
松
浦
武
四
郎
が
、
明
治
政
府
に
「
北
加
伊

道
（
ほ
っ
か
い
ど
う
）」
と
い
う
名
称
を
提

案
し
た
７
月
17
日
は
「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」

愛
称
「
道
み
ん
の
日
」
で
す
。
北
海
道
の
魅

力
と
価
値
を
再
発
見
し
、
北
海
道
を
誇
り
に

思
う
心
を
育
み
、
よ
り
豊
か
な
北
海
道
を
築

き
上
げ
る
こ
と
を
期
す
る
日
と
し
て
平
成
29

年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
道
民
の
皆
さ
ん

に
は
北
海
道
に
愛
着
や
誇
り
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
北
海
道
の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会
と

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

詳
細　
北
海
道
環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局

道
民
生
活
課

☎
０
１
１

－

２
０
４

－
５
２
１
１

知
っ
て
い
ま
す
か
？
道
の
「
苦
情
審
査
委
員
」

制
度

　
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容
を
審
査

す
る
制
度
が
「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」
制

度
で
す
。
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦

情
で
あ
れ
ば
、
苦
情
審
査
委
員
に
申
し
立
て

が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
苦
情

審
査
委
員
が
公
正
で
中
立
的
な
立
場
か
ら
、

道
の
関
係
機
関
に
対
し
、
必
要
な
調
査
等
を

行
い
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不

備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
道

の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。
個
人

情
報
の
保
護
に
も
十
分
配
慮
し
ま
す
。

詳
細　
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相

談
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
５
２
３

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

からから町別陸 町別本


